
　旧岡谷市役所庁舎は、日本の近代化を支えたシルク岡谷の
歴史を有形で現在に伝え、完成から今日まで岡谷市とともに
歴史を刻んだ、まちの大切な財産です。

《年表》
昭和 10 年 3月

昭和 10 年 9月

昭和 11 年 3月

昭和 11 年 4月
昭和 62 年まで
平成 17 年 
平成 19 年 
平成 27 年まで

《建物概要》
鉄筋コンクリート造 2階建
延床面積： 1545.85 平方メートル
建築面積：   792.15 平方メートル

長野県営繕課が庁舎の設計を行い
6月 着工
平野村会協議会にて市制施行を
可決　11 月新市の名に「岡谷市」
を選定し県へ上申書を提出
内務省告示　岡谷市制施行が決定
庁舎竣工　最後の平野村会が開催
される
岡谷市制施行
岡谷市役所庁舎として使用
国登録有形文化財に登録
近代化産業遺産群に指定
諏訪広域消防本部岡谷消防署と
して使用

■近代化産業遺産群とは
　日本の産業の近代化に貢献した建造物や機械などを経済産業省が認定する
文化遺産のこと。 我が国の産業近代化の過程を物語る存在として、各地に多く
の建築物、機械、文書が継承されており、果たしてきた役割や先人たちの努
力などを今に伝えている。

旧岡谷市役所庁舎旧岡谷市役所庁舎

旧岡谷市役所 ( 平野村役場 ) の設計図　設計者の一人は県の営繕課職員の三苫繁實氏
【R5.4】

旧岡谷市役所庁舎保全のため
みなさまからの寄附を募集しています

　

旧岡谷市役所庁舎保全のため
みなさまからの寄附を募集しています

　
　旧岡谷市役所庁舎は、市制施行の昭和 11 年 (1936 年 ) から
岡谷市のシンボルとして、その姿を残していますが、経年劣
化が進行しており、外観のデザインを維持しながら長寿命化・
安全確保により適正な保全のため財源を積み立てております。
保全基金の寄付を募っていますので、ご協力をお願いします。
①ふるさと納税での寄附の場合
　寄附金の使い道を
　「旧岡谷市役所庁舎保全基金」に指定してください。
②市役所窓口での寄附の場合
　岡谷市役所企画課までお持ちください。
問合せ●企画課（0266-23-4811 内線 1521）
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旧岡谷市役所庁舎
（長野県岡谷市幸町８－１）

岡谷駅から約 1.5km
岡谷 IC から約 3.0km
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■尾澤福太郎
（おざわふくたろう・１８６０年～１９３７年）

明治から昭和にかけて、製糸業に
て成功した実業家。家業である尾
澤組を株式会社化して社長に就任
し、日本で有数の大規模な製糸事
業を展開した。諏訪の六大製糸家
のひとりと呼ばれる。岡谷市制が
施行された際には、私財を投じて
市庁舎を建設し、市に寄贈したこ
とでも知られている。

旧信岡栄

2 階会議室（議場）

2階貴賓室 １階事務室

市制祝賀式

議会のようす

昭和 36 年頃 : 旧市役所前の蚕糸公園と街並み

現在の建物内部


